
ンターとの共催で、10 月７日に総合福祉センターで開催された。友原氏も元は電通の社員であり、

「ＮＰＯ広報向上委員会」のメンバーとして、テキストの作成にも関わった方である。当日は 22

名の参加があり、大船渡のみならず、遠くは盛岡からの参加者もあった。 

午前中は、「自分達はどういう団体なのか」をもう一度見つめ直すこと、そこを明確にすること

が、「伝わるコミュニケーション」の出発点であること、また、「ターゲットは誰か、伝えたいこ

とは何なのか」を整理することによって、内容も、語り口も、相手に伝わりやすい生き生きした

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

    

第 19 号 

平成 25 年 10 月 28 日発行 

岩手県立生涯学習推進セ

ンター 

 
講師の友原氏 

ＮＰＯのための広報スキルアップセミナー 

「伝えるコツ in 大船渡」  総合福祉センター 

「伝えるコツ」はＮＰＯの広報力の向上を目指し、株式会社

電通の社会貢献活動の一環として、2005 年から 38 都道府県で開

催されている。テキストには、主に電通社員とＮＰＯのメンバ

ーによる、「ＮＰＯ広報力向上委員会」が一年間ディスカッショ

ンを重ねて作成したものが使われている。 

今回は、株式会社バッテリー（電通グループ）代表取締役 友

原琢也氏を講師に迎え、大船渡アクションネットワーク、ＮＰ

Ｏ法人いわて連携復興センター、認定ＮＰＯ法人日本ＮＰＯセ 

テキストおよびセミナーに関するお問い合わせ 

認定ＮＰＯ法人 日本ＮＰＯセンター 

TEL 0３-3510-0855 

Email: tsutaeru@jnpoc.ne.jp 

 

ものになるということなどを、友原氏がこれまでの経験談

を交えながらテキストを使って講義した。 

 午後からは参加者を５グループに分け、各団体の現在の

課題を書き出し、その原因は何か、また解決するには何が

必要かなどを、お互いに意見を言いながら洗い出していく

というワークショップを行った。 
 

演習の様子 

参加者が多くの課題を抱えながらも、そ

れぞれの強みを活かし、岩手の復興を加速

させるべく、精一杯取り組んでいることを、

改めて強く感じた。 


